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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
恋
の
結
末
。

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
９
１
３
６
Ｙ

【
作
者
名
】

　
遊
樹
野
原
凛
之

【
あ
ら
す
じ
】

　
７
年
間
一
緒
だ
っ
た
夕
架
と
稜
哉
。

稜
哉
に
恋
心
な
ん
て
抱
く
は
ず
無
い
と
思
っ
て
い
た
夕
架
は
、
あ
る
日
自
分
の

気
持
ち
に
気
づ
い
て
・
・
・
？

グ
ダ
グ
ダ
ラ
ブ
コ
メ
デ
ィ
！
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☆
登
場
人
物
☆
（
前
書
き
）

幼
馴
染
ど
う
し
の
、
ラ
ブ
コ
メ
デ
ィ
・
・
・
？
な
、
グ
ダ
グ
ダ
な
作
品
で
す
！

主
人
公
も
、
親
友
も
、
全
員
変
人
で
す
。
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☆
登
場
人
物
☆

登
場
人
物

○
前
川
　
夕
架

ま
え
か
わ

ゆ
う
か

主
人
公
。
青
い
四
角
眼
鏡
に
、
黒
髪
の
セ
ミ
ロ
ン
グ
。

一
見
、
真
面
目
そ
う
だ
が
、
実
は
め
ん
ど
く
さ
が
り
の
変
人
第
一
号
。

オ
タ
ク
。
稜
哉
の
事
が
好
き
。

○
小
川
　
稜
哉

お
が
わ

り
ょ
う
や

夕
架
の
幼
馴
染
。
野
球
部
で
、
丸
坊
主
。
顔
は
い
い
方
。

で
も
性
格
ゆ
え
に
、
モ
テ
な
い
。

○
佐
藤
　
京

さ
と
う

き
ょ
う

夕
架
の
親
友
。
絵
を
描
く
の
が
大
好
き
で
、
将
来
の
夢
は
漫
画
家
。

髪
の
毛
は
シ
ョ
ー
ト
で
ボ
サ
ボ
サ
。
常
識
人
（
？
）
で
、
ツ
ッ
コ
ミ
要
員
。
で

も
時
々
ボ
ケ
。

オ
タ
ク
で
、
変
人
第
二
号
。

○
中
里
　
美
穂

な
か
ざ
と

み
ほ

夕
架
の
親
友
。
天
然
で
、
可
愛
ら
し
い
子
。

黒
髪
の
、
肩
ま
で
の
ば
し
た
セ
ミ
ロ
ン
グ
。

ボ
ケ
担
当
、
た
ま
に
ツ
ッ
コ
ミ
。
変
人
第
三
号
。

○
島
田
　
雅

し
ま
だ

み
や
び

夕
架
の
親
友
。
お
金
大
好
き
で
、
な
ん
か
あ
り
え
な
い
位
変
な
子
。

セ
ミ
ロ
ン
グ
で
、
ボ
ケ
要
員
。

変
人
第
四
号
。
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○
池
原
　
美
沙

い
け
は
ら

み
さ

夕
架
の
親
友
。
ほ
ぼ
雅
の
せ
い
で
、
変
人
第
五
号
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
子
。

ガ
リ
ガ
リ
で
、
夕
架
に
い
つ
も
お
ち
ょ
く
ら
れ
て
、
そ
の
た
び
に
追
い
か
け
て

る
。

ボ
ケ
担
当
。
で
も
夕
架
に
は
ツ
ッ
コ
ミ
。
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☆
登
場
人
物
☆
（
後
書
き
）

メ
イ
ン
は
、
だ
い
た
い
こ
の
６
人
で
す
。

「
初
投
稿
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
！
？
」
と
い
う
ツ
ッ
コ
ミ
は
無
し
で
お
願
い
し
ま
す
。

ち
な
み
に
、
サ
ブ
キ
ャ
ラ
も
い
ま
す
！
と
い
う
よ
り
、
サ
ブ
キ
ャ
ラ
が
大
半
で

す
！

ま
あ
、
グ
ダ
グ
ダ
で
す
が
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
！
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★
プ
ロ
ロ
ー
グ
★

時
々
、
ア
イ
ツ
の
事
を
考
え
る
。

「
お
ー
い
、
生
き
て
る
？
」

京
の
そ
の
声
で
、
目
が
覚
め
た
。

「
生
き
て
る
わ
い
っ
！
」

す
か
さ
ず
、
僕
は
返
事
を
す
る
。

「
ち
っ
、
生
き
て
た
の
か
よ
・
・
・
。
」

「
チ
ョ
イ
待
て
！
残
念
そ
う
に
す
ん
な
！
」

そ
う
発
言
し
た
の
は
、
雅
だ
。

ち
ょ
っ
と
ゾ
ッ
と
し
た
。

理
由
は
・
・
・

「
食
い
た
か
っ
た
・
・
・
」

「
人
食
う
な
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
」

人
肉
を
食
い
た
が
る
か
ら
。
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も
ち
ろ
ん
、
冗
談
だ
。
で
も
雅
が
言
う
と
マ
ジ
っ
ぽ
く
て
凄
い
怖
い
。

「
で
、
何
考
え
て
た
の
？
」

美
沙
が
聞
く
。

「
も
や
し
の
精
霊
に
言
う
義
務
は
な
・
・
・
ふ
が
っ
！
」

「
あ
は
は
は
は
ぁ
？
今
な
ん
て
言
っ
た
ぁ
、
夕
架
く
ぅ
ん
？
」

美
沙
は
凄
い
ガ
リ
ガ
リ
だ
。
な
の
で
あ
だ
名
は
「
も
や
し
」
ｏ
ｎ
「
骸
骨
」
っ

て
な
っ
て
る
。

し
か
し
、
本
人
は
凄
い
嫌
が
っ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
を
言
う
と
・
・
・

「
あ
っ
が
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
！
！
」

・
・
・
ご
想
像
に
お
任
せ
し
ま
す
。

変
人
ラ
イ
フ
。

こ
れ
が
、
僕
ら
の
日
常
。

た
ぶ
ん
、
雅
が
一
番
変
わ
っ
て
る
。
い
や
、
絶
対
。

僕
ら
は
周
り
の
女
の
子
み
た
い
に
、
オ
シ
ャ
レ
と
か
、
そ
う
い
う
の
は
（
美
穂

以
外
）
興
味
な
い
。

ま
し
て
や
、
恋
話
な
ん
か
、
あ
り
え
な
い
。

京
な
ん
か
、
自
分
の
こ
と
「
俺
」
っ
て
言
っ
て
る
し
。
・
・
・
僕
も
だ
け
ど
。

だ
か
ら
、
恋
愛
な
ん
て
、
僕
ら
（
美
穂
以
外
）
に
は
程
遠
い
と
思
っ
て
た
。

で
も
、
最
近
・
・
・

「
ま
た
、
稜
哉
の
事
考
え
て
た
ー
？
」

「
・
・
・
ッ
！
黙
れ
！
」

僕
は
、
恋
を
し
た
。

「
ま
た
ま
た
ぁ
ー
。
」

京
と
美
沙
が
ニ
ヤ
ニ
ヤ
笑
っ
た
。
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「
黙
れ
！
何
で
あ
の
バ
カ
の
事
を
俺
が
考
え
な
き
ゃ
な
ら
ん
！
」

「
と
か
い
っ
て
、
そ
の
バ
カ
を
好
き
な
の
は
何
処
の
誰
で
す
か
ぁ
ー
」

僕
で
す
。

で
も
、
皆
の
前
で
認
め
る
の
は
恥
ず
か
し
い
。

だ
れ
だ
っ
て
、
そ
う
で
し
ょ
？

だ
か
ら
・
・
・

「
と
り
ゃ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
」

逃
げ
よ
う
。

「
え
！
？
（
京
）
」

「
普
通
逃
げ
る
！
？
（
雅
）
」

「
待
て
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
！
（
美
沙
）
」

「
夕
架
ー
！
（
美
穂
）
」

皆
の
声
が
遠
く
聞
こ
え
・
・
・

「
ど
り
ゃ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
」

近
く
聞
こ
え
た
。

後
ろ
を
見
る
と
、
美
沙
が
猛
ス
ピ
ー
ド
で
追
い
か
け
て
き
て
い
た
。

「
待
て
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
！
」

「
い
ぎ
ゃ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

！
」

・
・
・
そ
の
後
僕
が
ど
う
な
っ
た
か
は
、
ご
自
由
に
お
考
え
下
さ
い
。

言
う
の
を
忘
れ
て
た
。

僕
は
・
・
・

馬
鹿
で
、
ナ
ル
シ
で
、
は
げ
で
、

顔
（
？
）
と
運
動
神
経
だ
け
は
い
い
、

幼
馴
染
が
、
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好
き
で
す
。
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『
認
め
た
ぁ
ー
（
＾
皿
＾
）
』

『
き
、
聞
く
な
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
』
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★
プ
ロ
ロ
ー
グ
★
（
後
書
き
）

グ
ダ
グ
ダ
で
ス
イ
マ
セ
ン
・
・
・

呼
ん
で
く
れ
た
方
、
神
で
す
。
そ
し
て
、
有
り
難
う
御
座
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
主
人
公
は
自
分
の
こ
と
を
、
心
の
中
で
は
「
僕
」
、
喋
る
時
は
「

俺
」
っ
て
言
い
ま
す
。

あ
と
、
「
あ
が
ぁ
」
と
い
う
の
は
、
沖
縄
で
「
痛
ぁ
」
っ
て
い
う
感
じ
で
す
。

分
か
ら
な
か
っ
た
方
、
す
い
ま
せ
ん
。
（
作
者
が
沖
縄
人
な
の
で
。
）

方
向
性
が
全
く
決
ま
っ
て
ま
せ
ん
！

で
も
、
読
ん
で
く
れ
る
と
光
栄
で
す
！

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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１
．
好
き
な
理
由

小
川
稜
哉
。

僕
の
、
好
き
な
人
。

性
格
は
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

最
悪
。
凄
い
位
最
悪
。
逆
に
尊
敬
す
る
。
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出
し
ゃ
ば
り
、
ナ
ル
シ
ス
ト
、
五
月
蝿
い
、
馬
鹿
、
ウ
ザ
イ
し
、
好
き
な
人
が

す
ぐ
コ
ロ
コ
ロ
変
わ
る
・
・
・

他
に
も
い
ろ
い
ろ
。
で
も
あ
げ
た
ら
き
り
が
無
い
か
ら
、
こ
の
位
に
し
て
お
く

ね
。

で
も
好
き
。
理
由
？
そ
れ
は
・
・
・

根
は
優
し
い
か
ら
。

『
え
？
』

京
達
が
声
を
揃
え
て
言
っ
た
。

「
・
・
・
た
っ
た
、
そ
れ
だ
け
？
」

美
穂
が
聞
い
て
き
た
。

「
う
ん
、
そ
う
だ
け
ど
？
」

え
？
だ
め
だ
っ
た
？

・
・
・
い
や
、
正
当
な
理
由
だ
よ
ね
。

「
軽
い
な
ぁ
ー
」

雅
が
呆
れ
た
様
に
言
っ
た
。

「
優
し
い
か
ら
っ
て
・
・
・
」

『
ね
ぇ
ー
。
』
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全
員
が
雅
に
賛
同
し
た
。

ど
こ
の
オ
バ
サ
ン
だ
、
お
前
ら
・
・
・
っ
て
、
そ
の
前
に
！

「
お
い
！
軽
い
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
だ
！

あ
の
な
！
７
年
一
緒
に
い
た
ら
分
か
る
け
ど
、
あ
い
つ
す
っ
げ
ぇ
い
い
奴
な
ん

だ
ぞ
！
？

そ
り
ゃ
、
ウ
ザ
イ
け
ど
、
で
も
正
義
感
と
責
任
感
強
く
て
、
優
し
い
ん
だ
ぞ
、

あ
い
つ
は
！

・
・
・
っ
て
・
・
・
」

う
に
ゃ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
！
！

な
ん
か
僕
、
凄
い
恥
ず
か
し
い
こ
と
し
て
な
い
！
？

こ
い
つ
等
の
前
で
稜
哉
庇
う
と
か
、
自
殺
行
為
だ
よ
！
！

急
い
で
口
を
つ
ぐ
ん
で
、
京
達
を
見
た
ら
・
・
・

『
ニ
ヤ
ニ
ヤ
ニ
ヤ
ニ
ヤ
ニ
ヤ
ニ
ヤ
ニ
ヤ
ニ
ヤ
ニ
ヤ
ニ
ヤ
ニ
ヤ
ニ
ヤ
ニ
ヤ
ｎ
（
ｒ

ｙ
』

・
・
・
遅
か
っ
た
。

「
い
、
今
の
は
忘
れ
ろ
！
無
か
っ
た
こ
と
に
し
て
く
れ
！
／
／
／
」

「
あ
ら
～
？
夕
架
ち
ゃ
ん
、
顔
が
赤
い
わ
よ
～
？
」

雅
が
茶
化
し
た
。

自
覚
し
て
る
よ
！
！

さ
っ
き
か
ら
、
顔
に
熱
が
集
ま
り
っ
ぱ
な
し
だ
。

「
あ
～
、
じ
れ
っ
た
い
ね
ぇ
～
（
京
）
」

「
大
好
き
な
ん
で
し
ょ
ぉ
～
？
（
雅
）
」

「
認
め
な
よ
～
（
美
沙
）
」

「
若
い
っ
て
い
い
わ
ね
ぇ
～
（
美
穂
）
」

ん
？
な
ん
か
お
婆
ち
ゃ
ん
混
入
し
て
な
い
か
？

・
・
・
気
に
し
た
方
が
負
け
だ
！

と
い
う
か
、
そ
れ
よ
り
も
！

「
い
つ
、
ど
こ
で
、
誰
が
『
大
好
き
』
っ
て
言
っ
た
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
！
！
」

そ
り
ゃ
大
好
き
で
す
け
ど
！
そ
う
で
す
け
ど
！
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言
う
必
要
無
く
ね
！
？

つ
か
、
感
づ
く
な
！

恥
ず
か
し
い
だ
ろ
！
？

「
え
ー
、
さ
っ
き
、
（
京
）
」

「
こ
こ
で
、
（
美
沙
）
」

「
夕
架
が
、
（
美
穂
）
」

「
言
い
ま
し
た
☆
（
雅
）
」

「
お
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い

い
い
い
い
い
い
い
い
い
！
！
！

勝
手
に
言
っ
た
こ
と
に
す
る
な
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
！
」

・
・
・
喉
が
痛
い
。

で
も
、
言
っ
て
な
い
の
に
分
か
っ
た
と
か
、
こ
の
人
た
ち
エ
ス
パ
ー
！
？

「
あ
あ
、
ご
め
ん
。
間
違
え
た
。
」

雅
が
言
っ
た
。

「
夕
架
の
心
を
皆
で
よ
ん
だ
ん
だ
☆
」

・
・
・
エ
ス
パ
ー
で
し
た
。

「
っ
て
こ
と
で
、
言
え
☆
」

京
が
言
っ
た
。

な
ん
か
、
嫌
な
予
感
が
す
る
。

「
何
を
？
」

「
『
大
好
き
』
っ
て
。
」

・
・
・
＼
（
＾
ｐ
＾
）
／

「
な
ん
で
だ
よ
！
！
」

「
さ
あ
。
」

美
沙
が
肩
を
す
く
め
た
。

「
面
白
い
か
ら
じ
ゃ
ん
？
」

「
ざ
け
ん
な
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
」

僕
は
叫
ん
だ
。
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す
る
と
、
雅
が
そ
れ
を
見
て
言
っ
た
。

「
言
わ
ん
と
殺
す
よ
？
」

雅
、
笑
顔
だ
け
ど
オ
ー
ラ
が
黒
い
よ
・
・
・

「
・
・
・
っ
た
ぁ
よ
！
」

言
う
し
か
、
無
い
か
・
・
・

「
俺
は
、
小
川
稜
哉
の
事
が
・
・
・

大
好
き
で
す
・
・
・
っ
／
／
／
／
」

あ
あ
、
さ
ら
ば
愛
し
の
大
地
よ
・
・
・
（
（
キ
ラ
キ
ラ
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『
夕
架
死
ん
だ
ぁ
！
！
！
！
！
！
』

『
起
き
ろ
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
！
！
！
！
！
』
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１
．
好
き
な
理
由
（
後
書
き
）

と
い
う
わ
け
で
、
照
れ
屋
な
夕
架
さ
ん
の
話
で
し
た
！

な
ん
か
、
京
さ
ん
ツ
ッ
コ
ミ
じ
ゃ
な
い
・
・
・

し
か
も
、
重
要
な
稜
哉
さ
ん
も
ま
だ
出
せ
て
な
い
・
・
・

・
・
・
グ
ダ
グ
ダ
で
す
が
、
次
は
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
！
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２
．
気
付
い
た
日
（
前
書
き
）

初
、
学
校
が
舞
台
の
話
で
す
。

（
今
ま
で
ず
っ
と
京
の
家
で
し
た
。
）

ち
な
み
に
、
京
・
雅
・
美
沙
・
稜
哉
は
、
隣
の
ク
ラ
ス
で
す
。

あ
と
、
こ
れ
は
前
回
の
前
の
日
の
話
で
す
。
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２
．
気
付
い
た
日

こ
れ
は
、
僕
が
稜
哉
へ
の
気
持
ち
に
気
付
い
た
時
の
話
だ
。

キ
ー
ン
、
コ
ー
ン
、
カ
ー
ン
、
コ
ー
ン
。

一
時
限
目
が
始
ま
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
鐘
が
鳴
っ
た
。

「
正
座
！
」

隣
の
ク
ラ
ス
で
、
号
令
が
か
か
っ
た
ら
し
い
。

『
は
い
。
』

「
は
い
！
！
」

皆
の
声
が
揃
う
中
で
、
一
つ
だ
け
、
一
際
で
か
い
声
が
聞
こ
え
た
。

う
る
せ
ぇ
～
！

絶
対
、
稜
哉
だ
。

あ
ん
な
声
聞
こ
え
た
ら
、
や
る
気
失
せ
る
よ
・
・
・
。
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「
正
座
！
」

お
、
こ
っ
ち
で
も
号
令
が
か
か
っ
た
。

「
は
い
。
」

そ
う
返
事
し
よ
う
と
し
た
ら
、
な
ぜ
か
さ
っ
き
の
稜
哉
の
声
を
思
い
出
し
た
。

そ
し
て
・
・
・

『
は
い
。
』

「
は
い
！
！
」

・
・
・
あ
り
ゃ
？

な
ん
で
僕
、
稜
哉
級
の
で
か
い
声
、
出
し
た
ん
だ
ろ
？

・
・
・
さ
っ
き
の
事
が
妙
に
気
に
な
る
。

こ
こ
は
、
乙
女
の
登
場
だ
☆

「
美
穂
ー
。
」

「
何
ぃ
～
？
」

美
穂
が
、
こ
っ
ち
を
見
ず
に
応
え
た
。

美
穂
は
僕
た
ち
の
中
で
は
・
・
・
っ
て
い
う
よ
り
、
ク
ラ
ス
１
乙
女
だ
。

美
穂
な
ら
、
き
っ
と
分
か
る
☆

「
あ
の
さ
ー
、
さ
っ
き
隣
の
ク
ラ
ス
の
号
令
が
聞
こ
え
た
時
、
稜
哉
の
声
が
聞

こ
え
て
、
凄
い
や
る
気
失
っ
た
ん
だ
け
ど
、
」

「
う
ん
」
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僕
の
言
葉
を
聞
い
た
瞬
間
、
美
穂
が
振
り
返
っ
た
。

・
・
・
美
穂
、
す
ご
く
目
が
輝
い
て
る
よ
・
・
・

な
ん
か
察
知
で
も
し
た
ん
だ
ろ
う
か
・
・
・

「
で
も
、
そ
の
後
の
俺
ら
の
ク
ラ
ス
の
号
令
の
時
、
返
事
し
よ
う
と
し
た
ら
、

な
ぜ
か
稜
哉
の
声
思
い
出
し
て
、
す
げ
ぇ
大
声
で
返
事
し
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
け
ど
・

・
・
」

「
・
・
・
そ
れ
が
？
」

・
・
・
残
念
そ
う
に
聞
き
返
さ
な
い
で
ぇ
～
！

僕
に
は
凄
い
重
要
な
事
な
ん
だ
よ
ぉ
～
！

「
う
ん
、
な
ん
か
気
に
な
っ
て
さ
。

ま
る
で
・
・
・
」

「
？
『
ま
る
で
・
・
・
』
何
？
」

「
稜
哉
の
声
で
、
元
気
も
ら
っ
た
み
た
い
な
・
・
・
」

そ
う
、
ま
さ
に
そ
ん
な
感
じ
だ
。

美
穂
は
そ
れ
を
聞
く
と
、
目
を
輝
か
せ
て
、

「
本
当
に
！
？
」

と
言
っ
て
き
た
。

・
・
・
な
ん
て
感
情
の
浮
き
沈
み
が
激
し
い
ん
だ
、
こ
の
人
は
。

で
も
、
そ
れ
よ
り
も
、
美
穂
の
反
応
が
気
に
な
る
。

「
・
・
・
な
ん
か
、
心
当
た
り
あ
ん
の
？
」

「
う
ん
！
！
」

美
穂
が
嬉
し
そ
う
に
言
っ
た
。

「
そ
れ
、
き
っ
と
、
恋
だ
よ
！
！
」

「
ん
？
」

ん
？
は
？
え
？

は
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
？

こ
の
人
、
今
凄
い
爆
弾
発
言
し
な
か
っ
た
か
！
？

・
・
・
き
っ
と
聞
き
間
違
い
だ
！
う
ん
！

コ
イ
ン
と
か
苔
と
か
賭
け
と
か
柿
と
か
を
僕
が
こ
こ
こ
こ
こ
こ
恋
っ
て
い
う
美
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味
し
そ
う
な
モ
ノ
に
聞
き
違
え
た
だ
け
・
・
・

「
だ
か
ら
、
恋
だ
っ
て
ば
！
」

・
・
・
。

「
ナ
ニ
ソ
レ
、
タ
ベ
モ
ノ
デ
ス
カ
。
」

「
違
う
よ
！
」

・
・
・
聞
き
違
い
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
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２
．
気
付
い
た
日
（
後
書
き
）

・
・
・
中
途
半
端
な
所
で
終
わ
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
ね
・
・
・
。

一
応
、
こ
れ
か
ら
主
人
公
が
気
付
い
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
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３
、
気
付
い
た
日
。
２

「
っ
て
、
は
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
？
」

あ
り
え
な
い
、
あ
り
え
な
い
！
！

僕
が
、
稜
哉
を
好
き
だ
な
ん
て
・
・
・

「
あ
り
え
な
い
！
」

そ
う
叫
ん
だ
。

「
じ
ゃ
あ
、
た
と
え
ば
稜
哉
が
他
の
女
の
子
と
仲
良
く
し
て
る
の
見
て
、
ど
う

思
う
？
」

美
穂
が
満
面
の
笑
み
で
聞
い
て
き
た
。

・
・
・
そ
れ
は
・
・
・

「
俺
と
も
喋
っ
て
く
れ
っ
て
、
思
う
・
・
・
。
」

っ
て
・
・
・

思
い
っ
き
り
、
嫉
妬
や
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
ん
！
！

「
じ
ゃ
あ
、
稜
哉
が
夕
架
の
事
無
視
し
た
ら
？
」

「
見
て
ほ
し
い
、
っ
て
思
う
・
・
・
」

嫌
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
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「
・
・
・
で
し
ょ
～
？
」

美
穂
が
ド
ヤ
顔
で
聞
い
て
き
た
。

あ
の
後
僕
は
、
美
穂
に
質
問
攻
め
に
さ
れ
、
出
た
結
果
が
・
・
・

「
俺
、
思
い
っ
き
り
好
き
や
ん
、
稜
哉
の
事
・
・
・
」

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

今
考
え
て
み
れ
ば
、
全
部
「
好
き
」
と
い
う
気
持
ち
の
表
れ
だ
。

し
か
も
、
こ
の
嫉
妬
（
？
）
や
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
気
持
ち
は
、
小
学
校
４
年
か
ら

続
い
て
い
る
。

僕
は
今
、
小
学
校
６
年
だ
。

と
、
い
う
こ
と
は
。

「
２
年
間
、
好
き
や
ん
け
・
・
・
」

我
な
が
ら
思
う
が
、
長
い
！
！

ス
ッ
ゴ
ク
長
い
！
！

恋
愛
小
説
み
た
い
だ
よ
ね
・
・
・

「
う
ん
、
嫌
だ
！
」

「
何
で
好
き
な
の
に
拒
否
す
る
の
！
？
」

美
穂
が
驚
い
た
よ
う
に
言
っ
た
。

「
そ
れ
は
、
嫌
だ
か
ら
だ
よ
、
美
穂
！
」
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「
理
由
に
な
っ
て
な
い
！
！
」

・
・
・
怒
ら
れ
ち
ゃ
い
ま
し
た
☆

ま
あ
、
こ
れ
が
、
稜
哉
へ
の
気
持
ち
に
気
付
い
た
日
。

・
・
・
気
付
か
な
か
っ
た
自
分
、
馬
鹿
だ
よ
ね
。
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『
馬
鹿
だ
～
』

『
黙
れ
！
！
』

『
自
分
で
言
っ
た
ん
だ
ろ
う
が
！
』



31

３
、
気
付
い
た
日
。
２
（
後
書
き
）

ご
め
ん
な
さ
い
、
短
い
で
す
・
・
・
。

グ
ダ
グ
ダ
で
す
が
、
感
想
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

恋の結末。
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